
尊
敬
す
る
博
多
の
歴
女
、

白
駒
妃
登
美
さ
ん
の
話
か
ら
、

人
間
の
生
き
方
に
は
西
洋
の

成
功
哲
学
に
代
表
さ
れ
る
、

「
目
標
達
成
型
」
と
は
別
に

「
天
命
追
求
型
」
が
あ
る
と

い
う
事
を
聴
い
た
。
天
命
追

求
型
と
は
将
来
の
目
標
に
縛

ら
れ
る
事
な
く
、
自
分
の
周

囲
の
人
の
笑
顔
を
何
よ
り
も

優
先
し
な
が
ら
、
今
、
自
分

の
置
か
れ
た
環
境
で
ベ
ス
ト

を
尽
く
す
。
そ
れ
を
続
け
て

い
く
と
、
天
命
に
運
ば
れ
、

い
つ
し
か
自
分
で
は
予
想
も

し
な
か
っ
た
高
み
に
到
達
す

る
と
い
う
考
え
方
だ
と
い
う
。

そ
こ
で
は
、
自
分
の
夢
だ

け
を
叶
え
るf

o
r
m
e

よ
り
、

周
囲
に
喜
び
や
笑
顔
を
与
え

るf
o
r
y
o
u

の
精
神
、
つ
ま
り

志
が
優
先
さ
れ
る
。

こ
れ
ま
で
天
命
追
求
型
、

目
標
達
成
型
と
い
う
視
点
で

歴
史
を
捉
え
た
こ
と
は
な
か
っ

た
が
、
こ
れ
か
ら
紹
介
す
る

よ
う
に
、
天
命
追
求
型
は
ま

さ
に
日
本
人
が
歴
史
の
中
で

培
っ
た
素
晴
ら
し
い
生
き
方

で
あ
る
事
を
教
え
て
い
た
だ

い
た
。

天
命
追
求
型
に
生
き
た
歴

史
上
の
人
物
と
い
え
ば
、
豊

臣
秀
吉
は
そ
の
好
例
で
し
ょ

う
。
秀
吉
は
徳
川
家
康
、
織

田
信
長
と
比
べ
て
大
き
く
違

う
点
が
あ
り
ま
す
。
家
康
や

信
長
が
殿
様
を
父
に
持
つ
の

に
対
し
、
秀
吉
は
農
家
に
生

ま
れ
た
事
で
す
。
農
民
の
子

の
秀
吉
が
最
初
か
ら
天
下
統

一
を
夢
見
た
で
し
ょ
う
か
。

通
説
に
よ
る
と
、
秀
吉
は

「
侍
に
な
る
た
め
に
織
田
家

の
門
を
叩
い
た
」
と
い
う
事

に
な
っ
て
い
ま
す
か
ら
、
お

そ
ら
く
若
き
日
の
秀
吉
は
、

天
下
を
取
る
な
ど
考
え
て
も

い
な
か
っ
た
に
違
い
あ
り
ま

せ
ん
。
し
か
し
、
秀
吉
の
人

生
は
そ
の
夢
を
遙
か
に
超
え

て
し
ま
う
の
で
す
。
ご
存
じ

の
と
お
り
、
秀
吉
は
最
初
、

信
長
に
“
小
者
”
と
い
う
雑

用
係
の
立
場
で
仕
え
ま
し
た
。

雑
用
係
は
、
も
ち
ろ
ん
侍

の
身
分
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

け
れ
ど
も
、
信
長
が
秀
吉
を

雇
い
入
れ
た
時
、
き
っ
と
秀

吉
は
、
農
民
の
自
分
に
目
を

か
け
て
も
ら
え
た
事
に
胸
を

躍
ら
せ
、
心
か
ら
感
謝
し
た

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

だ
か
ら
こ
そ
、
た
と
え
雑

用
係
の
仕
事
に
も
自
分
で
で

き
る
工
夫
を
施
し
た
の
だ
と

思
い
ま
す
。
寒
い
日
の
朝
、

信
長
の
草
履
を
懐
に
入
れ
て

温
め
て
か
ら
出
し
た
話
は
有

名
で
す
が
、
草
履
一
つ
出
す

に
も
喜
ん
で
も
ら
え
る
よ
う

ア
イ
デ
ア
を
加
え
た
の
で
す
。

や
が
て
足
軽
と
な
っ
て
か
ら

も
信
長
を
喜
ば
せ
た
い
と
い

う
思
い
は
変
わ
ら
ず
、
一
層

の
信
頼
を
得
て
侍
に
、
さ
ら

に
侍
大
将
、
近
江
国
・
長
浜

城
の
城
持
ち
大
名
へ
と
登
り

詰
め
る
の
で
す
。

私
の
こ
と
を
振
り
返
る
と
、

目
標
達
成
に
突
っ
走
っ
て
い

た
時
は
、
確
か
に
夢
は
叶
い

ま
し
た
。
受
験
勉
強
、
就
職

活
動
、
子
育
て
、
す
べ
て
に

ビ
ジ
ョ
ン
を
描
き
目
標
を
立

て
て
や
っ
て
き
ま
し
た
。
し

か
し
、
見
方
を
変
え
れ
ば
夢

し
か
叶
わ
な
か
っ
た
の
で
す
。

夢
を
超
え
た
現
実
は
や
っ
て

き
ま
せ
ん
で
し
た
。
で
は
、

秀
吉
は
な
ぜ
夢
を
超
え
る
こ

と
が
で
き
た
の
で
し
ょ
う
か
。

想
像
す
る
に
、
秀
吉
は
最

初
か
ら
天
下
取
り
な
ど
考
え

ず
、
い
つ
も
『
今

こ
こ
』

に
全
力
投
球
す
る
生
き
方
を

貫
い
た
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。

自
分
の
身
の
回
り
の
人
た
ち

に
喜
ん
で
も
ら
え
る
事
を
精

一
杯
や
っ
て
い
っ
た
。
そ
の

結
果
、
周
囲
の
応
援
を
得
て

次
々
と
人
生
の
扉
が
開
き
、

天
下
人
へ
と
運
ば
れ
て
い
っ

た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

ま
さ
に
天
命
追
求
型
の
人
生

だ
っ
た
の
で
す
。

と
い
う
話
で
す
。
い
か
が

で
す
か
？
今
、
明
確
な
夢
や

目
標
が
な
く
て
も
誰
か
を
喜

ば
せ
る
た
め
に
頑
張
る
と
い

う
事
も
素
敵
な
事
で
す
。

令
和
二
年
六
月
二
十

六
日
（
金
）
は
、
生
徒

総
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

こ
の
生
徒
総
会
は
、

学
級
や
専
門
委
員
会
の

話
合
い
活
動
を
通
し
て
、

全
校
生
徒
二
十
六
名
が

生
徒
会
の
一
員
で
あ
る

こ
と
を
自
覚
し
、
進
ん

で
須
木
中
学
校
を
発
展

さ
せ
る
た
め
に
設
定
さ

れ
て
い
る
、
生
徒
に
と
っ

て
最
も
重
要
で
貴
重
な

な
時
間
と
な
り
ま
す
。

須
木
中
学
校
で
生
活

す
る
生
徒
た
ち
が
、
現

在
の
学
校
の
様
子
を
ど

の
よ
う
に
感
じ
、
ど
こ

に
向
か
っ
て
進
ん
で
い

こ
う
と
し
て
い
る
の
か

が
問
わ
れ
ま
す
。
生
徒

会
執
行
部
を
中
心
に
、

着
々
と
準
備
が
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
が
、
生
徒

総
会
前
と
生
徒
総
会
後

の
生
徒
た
ち
の
変
容
に

期
待
し
て
い
ま
す
。
是

非
、
自
分
た
ち
の
学
校

を
誇
り
に
思
う
気
持
ち

を
行
動
で
表
し
て
ほ
し

い
も
の
で
す
。
学
校
の

伝
統
を
創
る
の
は
生
徒

た
ち
自
身
で
す
。

五
月
二
十
一
日
（
木
）
、

全
校
生
徒
で
校
庭
に
サ

ル
ビ
ア
と
日
々
草
の
花

の
苗
を
植
え
ま
し
た
。

小
林
秀
峰
高
校
の
生

徒
た
ち
が
種
か
ら
育
て

た
大
切
な
苗
を
い
た
だ

き
、
中
学
生
が
引
き
継

い
で
大
切
に
育
て
ま
す
。

毎
朝
の
水
や
り
も
欠
か

さ
ず
行
っ
て
い
ま
す
。

生
徒
た
ち
自
身
が
生
活

環
境
を
整
え
て
、
し
っ

か
り
学
ぶ
と
い
う
姿
勢

が
嬉
し
い
で
す
。
体
と

心
が
育
っ
て
い
ま
す
。

宮
日
子
ど
も
新
聞
に
、

本
校
生
徒
の
作
品
が
掲

載
さ
れ
ま
し
た
。
投
稿

を
継
続
す
る
こ
と
で
表

現
力
も
確
実
に
豊
か
に

な
っ
て
い
ま
す
。

◇
桜
散
る

陰
と
二
人
の

帰
り
道
［
四
位

朋
華
］

◇
上
級
生

優
し
か
っ
た
よ

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ

［
谷
口

優
心
］

◇
「
風
」
風
は
走
る

ち
こ

く
し
て

い
そ
い
で
い
る
か

の
よ
う
に

遠
く
は
し
っ
て

い
る

風
は
歩
く

ね
む
く

て
ね
む
く
て

う
と
う
と
し

て
い
る
か
の
よ
う
に

ゆ
っ

く
り
と

風
は
休
む

へ
と

へ
と
に
な
っ
て

倒
れ
こ
ん

だ
よ
う
に

ね
む
っ
て
い
る

［
片
地

和
奏
］

◇
日
が
当
た
り

洗
濯
物
が

光
り
出
す

春
風
リ
ズ
ム

踊
り
出
し
そ
う

［
鎌
田

美
月
］

新
し
い
生
活
様
式
で

の
授
業
の
取
組
と
し
て

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
を
始

め
ま
し
た
。
地
域
に
い

て
も
外
部
講
師
と
Ｉ
Ｃ

Ｔ
機
器
を
活
用
し
て
授

業
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ

て
い
ま
す
。
二
年
生
の

「
こ
す
も
す
科
」
の
先

輩
に
学
ぶ
内
容
で
は
、

県
立
飯
野
高
等
学
校
の

生
徒
の
話
を
聞
く
事
が

で
き
ま
し
た
。
飯
野
高

校
の
こ
れ
ま
で
の
素
晴

ら
し
い
取
組
と
、
そ
れ

を
周
り
に
伝
え
る
表
現

力
の
豊
か
さ
に
圧
倒
さ

れ
た
感
じ
も
し
ま
す
が
、

た
く
さ
ん
の
刺
激
を
受

け
た
よ
う
で
す
。
新
し

い
生
活
様
式
で
の
充
実

し
た
時
間
で
し
た
。
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「おはようございます」

当たり前に使っている挨拶の言葉である。

先日、お店にいくと、店員さんから「おはよう

ございます」と挨拶をされた。が、なぜかエッと、

ちょっと待てよと違和感を感じた。というのは、

店員が相手（私）の顔を見ておらず、その言葉

に感情がこもっていなかったからである。

ある時のTVで放映されていた養老先生の言

葉が思い出された。それは、授業での一こま

でのこと。先生が、透明な水の入ったグラスを

持ちながら、これに赤色の液体を一滴まぜま

す。グラスの水の色が変わらず透明なままな

のかわかるかと問うと、生徒たちはポカーンと

していた映像。

ある学生が、「それは当たり前のことではあり

ませんか」と答えた。そのことは何にでも言え

ることであり、、挨拶の言葉でも何気なく当たり

前に使っているが、「なぜだろう？」と思うこと

が大切だというお話だったような・・・。

そう言われてみれば、私たちは、生まれた時

から挨拶として「おはよう」を使っている。そう

言えば、どんな意味があるのか、考えたことが

なかった。ちょっと調べてみると・・・。

「おはよう」は、漢字で書けば「お早う」となる。

「おはよう」の語源は、語源由来辞典によると

「お早く○○ですね」などの「お早く」である。

この「お早く」が転じて、「おはよう」になった。

「お早くから仕事大変ですね」「お早くからい

らっしゃっていましたね」・・・

相手への敬意を表すことばだそうだ。だから、

「おはよう」は朝だけの挨拶だけではない。 夜

のお仕事や芸能界での挨拶が夜でも「おはよ

う」というのは理にかなっているのだ。

朝の挨拶を英語で言えばGOOD MORNIN

G。これは、時間の区切りを表す言葉である。

「いただきます」「もったいない」などの日本語

は英語では表現できないと言う。まさしく

「おはよう」もしかりで、その一言の中に

相手を思い遣る心が詰まっているのだ。

当たり前に使っている言葉にも調べてみ

ると深い意味がある。そして、当たり前の

日常の中で大切な意味を見失ってしまって

過ごしている自分を再発見した。

改めて、一つ一つの言葉を大切にしてみ

たいと思う。そして、言葉の中に込められ

ている願いを考え直してみたい。

心を込めて、笑顔で
「おはようございます！」

「おはようございます」

「
天
命
追
求
型
の
生
き
方
」

白
駒
妃
登
美

須木中学校
文責：佐土原

須
木
中
通
信

問われる生徒の自治力！

心配された部活動も学習

の再会と同じように通常に

近い状態で活動を再開して

います。７月２５日・２６

日には分散型県大会として、

西諸地区大会が開催される

予定になっています。

長い休業中に運動できな

くて以前の調子を取り戻す

事に必死です。それも中学

時代のよき経験と思い出に

なると思います。与えられ

た時間で、どれだけ工夫し

協力できるかが鍵となりま

す。毎日、与えられている

時間に感謝し、しっかり準

備して大会で成果を！！

部活動も再開

花
の
苗
移
植
！

豊
か
な
表
現
力

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業



小
林
市
の
教
育
目
標

で
あ
る「
『
学
び
た
い
』『
学

ば
せ
た
い
』
気
持
ち
を
高

め
る
小
林
教
育
」
を
実
現

す
る
た
め
に
、
小
林
市
に

は
他
の
地
域
に
は
な
い
、

特
別
な
教
科
「
こ
す
も
す

科
」
が
特
設
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の「
こ
す
も
す
科
」

は
、
平
成
二
十
一
年
度

か
ら
創
設
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
社
会
の
変
化
と
今
回

の
学
習
指
導
要
領
の
改

定
に
伴
い
、
こ
の「
こ
す
も

す
科
」
も
改
定
さ
れ
ま
し

た
。
今
回
の
こ
す
も
す
科

の
改
訂
の
趣
旨
は
、
大
き

く
次
の
三
つ
に
な
り
ま
す
。

①
「
新
学
習
指
導
要
領

に
基
づ
い
た
授
業
改
善
」

②
「
キ
ャ
リ
ア
プ
ラ
ン
ニ
ン

グ
能
力
の
育
成
」

③
「
社
会
的
課
題
へ
の
対

応
」
で
す
。

①
に
つ
い
て
は
、
学
習
指

導
要
領
が
改
訂
さ
れ
、

主
体
的
・
対
話
的
で
深
い

学
び
の
実
現
に
向
け
た

授
業
改
善
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
こ
す
も
す
科

も

新
学
習
指
導
要
領

の
趣
旨
を
受
け
、
改
訂
さ

れ
ま
し
た
。

②
に
つ
い
て
は
、
キ
ャ
リ

ア
教
育
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー

ト
か
ら
、
小
林
市
内
の
ど

の
学
年
も
キ
ャ
リ
ア
プ
ラ

ン
ニ
ン
グ
能
力
が
低
い
と

い
う
課
題
が
明
確
に
な
り

ま
し
た
。
そ
こ
で
、
キ
ャ
リ

ア
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
能
力
の

育
成
に
力
を
入
れ
て
取

り
組
む
事
に
な
り
ま
す
。

③
に
つ
い
て
は
、
児
童
生

徒
が
置
か
れ
て
い
る
状

況
か
ら
、
ソ
サ
エ
テ
ィ

5.0

超
ス
マ
ー
ト
社
会
な

ど
、
変
化
の
激
し
い
社

会
の
中
で
求
め
ら
れ
る

能
力
の
育
成
も
目
指
し

て
い
く
べ
き
だ
と
い
う

考
え
か
ら
改
訂
さ
れ
ま

し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
改
訂

さ
れ
た
「
こ
す
も
す
科
」

に
は
、
児
童
生
徒
を
自

立
さ
せ
た
い
と
の
想
い

が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

義
務
教
育
の
九
年
間
で
、

こ
の
「
こ
す
も
す
科
」

の
学
習
を
通
し
て
、
二

十
一
世
紀
に
求
め
ら
れ

る
能
力
の
育
成
が
図
ら

れ
る
よ
う
に
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。
特
別
な

教
科
「
こ
す
も
す
科
」

に
期
待
し
て
く
だ
さ
い
。

五
月
二
十
八
日
（
木
）

に
、
全
校
専
門
委
員
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

令
和
二
年
度
初
の
委
員

会
で
し
た
が
、
生
徒
た

ち
は
積
極
的
に
意
見
を

発
表
し
て
い
ま
し
た
。

全
校
専
門
員
会
で
決

定
し
た
努
力
目
標
の
実

現
に
向
け
て
、
生
徒
一

人
一
人
が
自
覚
の
あ
る

言
動
を
心
が
け
ま
す
。

令
和
の
時
代
に
相
応
し

い
須
木
中
学
校
の
伝
統

を
築
い
て
欲
し
い
で
す
。

自
分
の
事
を
し
っ
か

り
、
全
体
の
事
は
責
任

を
も
っ
て
真
剣
に
！

六
月
十
一
日
（
木
）
、

小
中
Ｐ
Ｔ
Ａ
定
期
役
員

会
を
開
催
い
た
し
ま
し

た
。
全
体
会
、
功
労
者

表
彰
後
に
各
専
門
委
員

会
（
総
務
部
・
広
報
研

修
部
・
保
健
体
育
部
・

家
庭
教
育
学
級
）
に
分

か
れ
て
年
間
の
活
動
計

画
等
を
協
議
し
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

影
響
で
中
止
と
な
る
事

業
も
あ
り
ま
す
が
、
大

人
が
輝
く
姿
を
子
ど
も

た
ち
に
披
露
で
き
る
よ

う
な
楽
し
み
な
が
ら
の

Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
に
な
る
こ

と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

六
月
十
八
日
（
木
）
、

全
校
集
会
で
「
準
備
」

に
つ
い
て
話
を
し
ま
し

た
。
学
校
や
社
会
で
は
、

色
々
な
行
事
や
出
来
事

が
開
催
（
発
生
）
し
ま

す
。
常
に
真
剣
に
準
備

を
整
え
て
お
く
こ
と
を

習
慣
化
す
る
こ
と
が
重

要
で
あ
る
と
伝
え
ま
し

た
。
学
校
の
テ
ス
ト
や

生
徒
総
会
等
の
行
事
は
、

そ
の
準
備
を
習
慣
化
さ

せ
る
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で

す
。
最
近
は
、
準
備
を

せ
ず
に
本
番
を
迎
え
る

生
徒
も
い
る
よ
う
に
感

じ
ま
す
。
未
曾
有
の
災

害
な
ど
、
想
定
外
の
出

来
事
が
発
生
し
た
と
き

に
、
そ
の
準
備
が
で
き

て
い
る
と
最
小
限
の
被

害
で
収
め
る
事
が
で
き

る
の
と
同
じ
で
、
自
分

な
り
に
考
え
て
準
備
を

整
え
る
事
が
習
慣
化
で

き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

全
て
の
準
備
が
整
っ
て

ベ
ス
ト
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ

ン
と
言
い
ま
す
。

七
月
一
日
～
七
日
は
、

「
宮
崎
県
い
の
ち
の
教

育
週
間
」
で
す
！

夏
休
み
明
け
に
子
ど

も
た
ち
が
元
気
に
、
そ

し
て
笑
顔
で
登
校
で
き

る
よ
う
に
夏
休
み
前
の

こ
の
一
週
間
を
設
定
し

て
い
ま
す
。
各
学
校
で
、

こ
の
週
を
中
心
に
「
い

の
ち
の
教
育
」
を
重
点

的
に
行
う
こ
と
で
、
県

下
一
斉
に
「
い
の
ち
の

大
切
さ
」
に
つ
い
て
考

え
る
機
会
に
し
ま
す
。

須
木
中
学
校
で
も
、

人
権
学
習
（
三
日
）
や

「
命
の
講
演
会
」
（
七

日
）
を
企
画
し
て
い
ま

す
。
命
の
講
演
会
は
、

「
ワ
ン
＆
オ
ン
リ
ー
宮

崎
い
の
ち
の
会
」
よ
り

講
師
を
お
招
き
し
て
の

特
別
講
演
会
で
す
。

生
徒
た
ち
が
生
ま
れ

て
き
て
よ
か
っ
た
と
思

い
、
命
に
関
わ
る
周
り

の
人
や
物
に
感
謝
で
き

る
よ
う
に
と
願
っ
て
い

ま
す
。
自
分
の
命
（
時

間
）
を
大
切
に
し
、
命

が
繋
が
っ
て
い
る
事
を

実
感
し
て
欲
し
い
と
思

い
ま
す
。
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テニスプレーヤーの松岡修造がウィンブルド

ンで戦っているとき、私は彼に一枚のファック

スを送った。「修造、日本人に勇気を与えてい

る君に乾杯。サンプラスとの試合、善戦祈る」

と。すると修造からファックスが返ってきた。

そこには、「善戦、いい試合では勝てません。

私は勝ちにいきます。勝ちにいくときが来た。

修造」とあった。私は再度ファックスを送った。

「その心意気やよし。死闘を祈る。」

修三はサンプラスと死闘を繰り返した。その

修造がニューヨークでのUSオープンの試合中

に足を故障して失格した。そのときは電話がか

かってきた。「負けました。帰ります」と言い

訳を一切しなかった。私は「胸を張って帰って

こいよ」と。彼は胸を張って日本に帰ってきた。

そのあと言い訳を残して北京に行った。私は北

京の修造にファックスを送った。「気力も迫力

も見せないで日本を去っていった修造、しかし

ウィンブルドンで日本人に希望と勇気を与えた、

それも修造だぞ。どっちも紛れもない松岡修造

だ。だったら修造、修造をきわめろ。修造の敵

はサンプラスでもアガシでもない。修造自身だ

ぞ。修造、修造と戦ってみろ。そして修造を倒

せ。自分というのは最大の味方だが、最大の敵

でもある」と！ 生きることは戦いである。

戦いを忘れた人間は生が鮮やかではない。戦い

や争い、揉め事はこれを避けたいと思う。だか

ら戦いたくないし、葛藤や軋轢も避けようとす

る。しかし、それは感性を鈍らせる。

哲学的訓練創始者 行徳哲男

「自分自身としっかり戦おう！！」

特
別
な
教
科

こ
す
も
す
科
改
訂
！

１日（水） 特別授業

※ 東京都から特別ゲストをお招きして

の特別授業を計画しています。

２日（木） 高校説明会

３日（金） 人権学習

６日（月） 弁当の日、生徒集会

７日（火） いのちの講演会

※ 宮崎市から講師をお招きしての講演

会を計画しています。

８日（水） 眼科検診、家庭教育学級

９日（木） 薬物乱用防止教室

１０日（金） 読み聞かせ

１４日（火） 参観日、奉仕作業

１７日（金） 英語検定

２１日（火） 中体連選手推戴式

２２日（水・２７日（月）・２８日（火）・

２９日（水）は 授業日になります。

２５日（土）・２６日（日）は、中体連県大

会分散（西諸地区）大会の予定です。

３０日（木） サマースクール

３１日（金） サマースクール

◇コロナ、熱中症対策をお願いいたします！

７月の主な行事！

『感奮語録』より

須木中学校区の教育目標

２人の男子高校生が区役所窓口で、「コールセンターの人たちで

使って下さい」と手紙と一緒に紙袋を置いていった。袋を開くと、

手作りの「マスクホルダー」が３０個。その出来栄えは、職員が実

際の商品だと勘違いしたほど。贈ったのは、都内に住む高校３年生

の湯野さんと、石田さん。都立工芸高校インテリア科の湯野さんが

デザインを手がけ、駒込高校に通う石田さんが製作に協力した。湯

野さんは、数々の受賞歴をもつ実力者だ。昨秋には、台東区の「ザッ

カデザイン画コンペティション」に出品した革小物が「銀座松屋賞」

に輝き、商品化も決まっている。製作費約5千円には、コンペの賞

金を充てたという。「買い物や、食べて使っちゃう

より、いいかなと思って」と湯野さん。「この状況

でも全力で仕事をしてくれる人に、僕たちも何かし

たいと思った」と行動した２人の高校生。「優しさ

に、涙が出ます」と担当者のコメント。

昨今、インターネット上での誹謗中傷は大きな問題となり、被害

は年々拡大傾向にあります。先日も、人気プロレスラーの木村 花さ

んがSNSによる誹謗中傷により22歳の若さで生涯を閉じるという衝

撃的なニュースがありました。新型コロナウイルスの影響で自粛生

活が長くなり、ＳＮＳを活用する事が多くなるとともに、リテラシー

の問題が増加しています。匿名だからという軽い気持ちで行う書き

込みやSNSでの発信によって加害者になってしまう人が増加してい

るようです。社会は、私たちの予想を遥かに上回るスピードで変化

しています。便利で効率的になるとともに大切な「心」を失ってい

るようにも感じます。全国的には、中高校生が臨時休

校中にLINEでのトラブルで悩んでいるという報告も

増加しています。本校にも、ＳＮＳで友だちと繋がっ

たり、情報を発信したりしている生徒がいるかと思い

ます。加害者や被害者にならない道徳心を！

ＳＮＳリテラシー 「誹謗中傷はＮＧ」高校生、マスクホルダー贈る！

全
校
専
門
委
員
会

Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
会

全

校

集

会

❥

命
の
週
間
！


